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1991年韓国高麗大学校日語日文学科卒業。2001年筑波大学大学院文芸・言語研
究科博士号取得（文学）。全南大学校専任講師を経て、2005年より現職。2011年よ
り立命館大学特別招聘教授、2018年4月より国際日本文化研究センター外国人研
究員を併任。
専門分野は、日本近代文学、日韓比較文化論。主要著作に、『実用主義文化思潮
と日本近代文芸論の誕生』（宝庫社、2003、韓国語）、共著『東日本大震災と日本―
韓国からみた3.11』（関西大学出版会、2013）、共著『〈外地〉日本語文学への射程』
（双文社出版、2014）、共著『朝鮮の美を探る―浅川伯教の再照明』（亜研出版部、
2018、韓国語)などがある。　　
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【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、京都市中心部の会場で継続的に開催して
います。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
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 A Com
parison of 'D

isaster Literature' 
in Japan and K

orea and Its Cultural Background 
　

コメンテーター  坪井　秀人    日文研 教授
1987年名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程満期退学。文学博士(1990年
名古屋大学)。金沢美術工芸大学助教授、名古屋大学大学院文学研究科教授等
を経て2014年4月より現職。2013年第4回鮎川信夫賞、2006年第14回やまなし文学
賞、1998年日本比較文学会50周年記念大賞受賞。
専門分野は日本近代文学・文化史。現在の研究テーマは日本近代文化における身
体政治、感覚表象。主要著作・論文に、『声の祝祭―日本近代詩と戦争』（名古屋
大学出版会、1997）、『感覚の近代―声・身体・表象』（名古屋大学出版会、2006)､
『性が語る―20世紀日本文学の性と身体』(名古屋大学出版会、2012)､｢〈遠さ〉ある
いはアウラの向こう側へ―前期『月に吠える』の詩の風景」（『比較文學研究 』、東
京大学比較文学会、2013)､「モダニズムの中の〈和歌歌曲〉―山田耕作､ストラヴィ
ンスキーそのほか」（『JunCture』5、2014）、「二十世紀日本語詩を思い出す」連載①
～㉕（『現代詩手帖』、思潮社、2015～2017）などがある。

18:30～20:30第 3 2 4回 日文研フォーラム    2018 年 12月 11日（火）　

　講師  鄭　炳浩  高麗大学校日語日文学科(韓国)  教授／日文研 外国人研究員 
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に
お
け
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災
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」の
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較
と
そ
の
文
化
的
背
景　
　

　

日
本
で
は
地
震
や
津
波
、
火
山
噴
火
な

ど
自
然
災
害
の
経
験
や
被
害
を
描
く
、い
わ

ゆ
る「
震
災
文
学
」が
前
近
代
か
ら
綿
々
と

創
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
で
は
二
〇
一
四

年
四
月
に
仁
川
と
済
州
島
を
結
ぶ
大
型
旅

客
船
の
沈
没
と
い
う
惨
事
を
と
お
し
て「
災

難
文
学
」と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
が
新
た
に
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
社
会

の
災
害
・
災
難
は
単
に
自
然
災
害
だ
け
で
は

な
く
、
近
代
文
明
の
高
度
化
が
進
む
に
従
っ

て
そ
の
多
様
性
を
増
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
発
表
で
は
こ
の
よ
う
な
災
難
現
象
を

描
い
た
文
学
を「
災
難
文
学
」と
捉
え
て
日
・

韓
の
災
難
に
関
す
る
文
学
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
そ
の
文
学
に
潜
む
両
国
の
文
化
的
な
特

徴
を
検
討
し
ま
す
。


